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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年５月１４日の決算発表時に公表した平成２０年３月期
（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日）の中間期・通期の業績予想について下記のとおり修正
いたしましたので、お知らせいたします。 
 
１．平成 20 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日から平成 19 年 9 月 30 日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純 

利益 
１株当たり 
中間純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円     銭 前回発表予想     (A) 
（平成１９年５月１４日発表） １５，５００ ４００ ３５０ １４０    ６   ２８ 

今回修正予想     (B) １６，３３０ ５７０ ５２０ １９０    ８   ４３ 

増減額       （B-A） ８３０ １７０ １７０ ５０ － 

増減率         (%) ５．３ ４２．５ ４８．５ ３５．７ － 

 
個 
 
 
 
別 
 

（ご参考） 
前期実績(平成１９年３月期中間) １１，３８１ １１１ ５   △  ２０ △  ０    ９４ 

前回発表予想     (A) 
（平成１９年５月１４日発表） 

百万円 

１６，０００ 

百万円 

４１０ 

百万円 

３６０ 

百万円 

１５０ 

円    銭 

６  ７３ 

今回修正予想     (B) １６，７４０ ６１０ ５７０ ２１５       ９   ５４ 

増減額       （B-A） ７４０ ２００ ２１０ ６５ － 

増減率         (%) ４．６ ４８．７ ５８．３ ４３．３ － 

 
連 
 
 
 
結 
 

（ご参考） 
前期実績(平成１９年３月期中間) 

１１，８３２ １５４ ４７ ４      ０  ２０ 

 
２．平成 20 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日から平成 20 年 3 月 31 日） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純 

利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想     (A) 
（平成１９年５月１４日発表） 

百万円 

３５，５００ 

百万円 

１，３００ 

百万円 

１，２００ 

百万円 

６００ 

円  銭 

    ２６  ９１ 

今回修正予想     (B) ３５，８００ １，６３０ １，５２０ ７００     ３１  ０８ 

増減額       （B-A） ３００ ３３０ ３２０ １００ － 

増減率         (%) ０．８ ２５．３ ２６．６ １６．６ － 

 
個 
 
 
 
別 
 

（ご参考） 
前期実績(平成１９年３月期) ２４，７７９ ９４４ ７６８ ４０２    １８  ０４ 

前回発表予想     (A) 
（平成１９年５月１４日発表） 

百万円 

３６，５００ 

百万円 

１，３１０ 

百万円 

１，２１０ 

百万円 

６１０ 

円  銭 

     ２７  ３６ 

今回修正予想     (B) ３６，６００ １，７００ １，５８０ ７３０      ３２  ４１ 

増減額       （B-A） １００ ３９０ ３７０ １２０ － 

増減率         (%) ０．２ ２９．７ ３０．５ １９．６ － 

 
連 
 
 
 
結 
 

（ご参考） 
前期実績(平成１９年３月期) ２５，６６７ １，０１６ ８３６ ４２６      １９  １２ 
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３．修正の理由 
 

平成２０年３月期の中間・通期（個別・連結）の業績予想につきましては、当社の基幹事業で 
ある船舶事業の収益が受注一貫体制（営業、設計、資材、現業）の充実によるコスト競争力の 
強化とあらゆる部門のコストダウンの効果等により、前回公表した予想数値を上回る見込みと 
なったことで修正を行います。 

なお、新造船船価にはコストアップ要因を一部織込んでいるが、資機材価格の更なる上昇の 
可能性や新規則発効等によるコストアップへの対応などもあり、先行きは楽観できない状況で 
あります。このような状況の中、更なるコストダウンを図り、増益を目指します。 

 
上記の予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
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